Sharp's Export Marketing in the U. S. A. (3) by 近藤, 文男
Titleシャープの対米輸出マーケティング（3）
Author(s)近藤, 文男




























故 降 旗 武彦 名誉 教 授 遺 影 お よび略 歴
シ ャー プの対 米輸 出 マー ケ テ ィ ング(3)・・… … 近 藤
会社 人 間の 閉 塞感 … … ・… ・… … … ・… ・… … … … ・松 山
リス ク 回避,契 約 か らの
退 出 コ ス トと資 産 選 択(2)… … ・… … … … ・… 陳
イ ギ リス行 財 政改 革 に お け る
PrivateFinanceInitiative導入 の意 義 ・・… ・・… 杉 浦
予 防 原 則 と費用 効 果 か らみ た







降 旗 武 彦 先 生 追 悼 … … ・… ・… ・・… ・… … … … … … ・岸 田 民 樹8ア
冬 嶺 孤 松 秀 ず … ・… … … … … ・… ・… … … … ・… ・・… 赤 岡 功91
平成15年2月
窟 郡 文 學 細 …齊學 倉
経済論叢(京 都大学)第171巻第2号,2003年2月
シ ャー プの 対米 輸 出 マ ーケ テ:イング(3)
?
?
近 藤 文 男
亘Hシ ャープの対米輸 出
3シ ャープブラン ドによる直接輸出マーケティング
②SECの マー ケテ ィング戦略
C販 売チ ャネル戦略
アメリカで販売 を伸 ば してい くため には,商 品企画 とな らんで販売網 の充実
強化が重要であ った。.シャープは参入 当初販売網構築 にあた って,.様々な困難
に直面 した。廣 岡季之SEC8代 目徒 長によ ると,参 入当初 に..・番苦労 した こ
とは,販 売 ネッ トワー クを一か ら作 らなければ ならない ことに伴 う苦労で あっ
た。 さらに,い ったん築いた販売網 を,早 い 不 ビー ドで変化す るアメリカの ダ
イナ ミックなマーケ ットに対応で きる販売網 にいか に再編 成す るか,と い うこ
とで あった。販売網 づ くりは,一 時 もRが 離せ ない状況 にあ った1〕,とい う。
この ダ.イナ ミックな流通 チ ャネルにいかに適応 するかがSECの 重要 な課題で
あ った。
参入当初 は トランジス タラジオにおいて も,テ レビにおいて もとりたてて顕
著な特 徴を もたないシ ャープ製品 を,比 較的安 く売 れ る店 で販売 し,細 々 と事
業 を展 開 した。赤松正光SEC副 社長 によると,「参.入初期 に はア メリカで 日
本 メー カーの製 品が売れ たのは,安 い ことが大 きな理 由で あ った。 チ ャネル も
安 く売 れるルー トじゃないと,商 売 にならなか った」 とい う%
1)Mill1990年12月.号,111-114ぺ・一ジ。
2>赤 松 正 光,イ ン タ ビ ュー,1995年]1∫]7日。
??
2〔88)..第17ユ 巻 第2.号
60年代 は 卸 売 店 と 百貨 店 の 全 盛 の 時 代 で あ っ た 。 ま た,こ の 時 代 に は オ ー
デ ィ オ を 主 体 と した オ ー デ ィ オ 専 門 店 が 多 くあ り,こ れ ら の チ ェ ー ン 店 化 が 進
行 した3〕。 都 市 部 は 百 貨 店 を 中 心 に,地 方 で は 卸 売 店 を 重 点 に 商 品 を 供 給 した%
SECは 全 国 の 約100の デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ー と取 り引 き が あ り,こ の デ ィ ス ト
リ ビ 三 一 タ ー へ の サ ー ビ.スの た め に20の レ ッ プ と 契 約 して い た 。 小 売 業 者 の 数
は1万5000か ら2万 店 で あ っ た51。代 表 的 小 売 店 は 大 手 家 電 量 販 店 バ シ7イ ッ
ラ ・ス テ レ オ や イ ー ト ン(Fat⑪n)百 貨 店,ア ンバ ー ガ ー(Amberger's)百貨
店 な ど と の 取 引 が あ っ た 。 当 初 は 正 規 の 販 売 ル ー トは 参 入 が 困 難 で あ.つた た め,
ウ ェ.スタ ン ・オ ー ト(WesternAuto)とい う 全 米 に 販 売 の ネ ッ ト ワ ー ク.を持
つ 自 動 車 タ イ ヤ を販 売 す る店 を 通 し て 白 黒 テ レ ビ を 販 売 した%
し た が っ て,SECも こ れ ら 大 手 ア カ ウ ン ト と 大 手 卸 売 と の 取 引 が 中 心 で,
そ の9割 が こ れ ら と の 取 引 で あ っ た ㌔
70年代 はGMSで あ る シ ア ー ズ ・ロ ー バ ッ ク 社 や モ ン ゴ メ リ ー ・ウ ォ ー ド
社 が 勢 力 を 伸 ば して い た 。 三 洋 電 機 や 日立,東 芝 が シ ア ー ズ ・ロ ー バ ッ ク 社 と
取 引 し た の に 対 し て,SECは 最 初 は シ ア ー ズ ・ロ ー バ ッ ケ社 と の 取 引 が あ っ
た が,モ ン ゴ メ リ ー ・ ウ ォ ー ド社 と の 取 引 を 重 点 的 に 行 い,97年 モ ン ゴ メ
リ ー.・ウ ォ ー ド社 が 倒 産 す る ま で 続 い て い た 鴨71年 か ら モ ン ゴ メ リ ー ・
ウ ォ ー ド社 と電 子 レ ン ジ の 取 引 を 開 始 し て お り,81年 に は シ ャ ー プ の 電 子 レ ン
ジ の 品 質 面 で の 優 秀 さ が 評 価 さ れ,「QA(QualityAssurance)」を 授 与 さ れ て
い る ㌔
71年ニ ク ソ ン シ ョ ッ ク 後 の 不 況 に 直 面 し,ア メ リ カ 家 電 業 界 の 売 り上 げ 停 滞
が 続 く 中 で,「 不 況 こ そ チ ャ ン ス 」(赤 松 副 社 長)を 合 い 言 葉 に,SECは 積 極







9)」≠川電機(株)・シャー プ電機1株〉,社内ニ ュースCpl..1981年5月号 。
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的 な販売攻勢に打 って出た。製品 ライ ンの充実 と並行 して,販 売力 の強化のた
め,カ ラー テレビ,事 務機器,電 子 レンジなど部 門 ごとに取引店 の拡大 を中心
に販売網の拡大を展 開 した。 カラーテ レビを中心 と した販売の増 大を強化す る
ため,.従来の取引小 売店の洗 い直 しを行い,販 売力の弱い店 と強い店 との入れ
.替 えを しなが ら取引店 を拡 大 した。 こう した取引店 の拡大 は,① レップの経
営体 質の改善,② 小売店 に対 す る勧誘 のダイ レク トメー ルによるキ ャンペー
ン、③ 販売数量 に対す る点数 制の尊 人などの きめ細 かい作戦 を行 った。 その
結 果 カラー テ レビ小売 店が,74年9月 には2110店で あ ったが,75年3月 には
2710店,同年ユ2月には496⑪店に拡大 し,76年3月 時点で は5000店を超 え,わ ず
か1年6ヶ 月間で2倍 を超え るスピーー ドで拡大 している。 これ らの店 は,継 続
的 に取 引を行 ってい る店であ り,単 なる取 引を行 ってい る店 を入れ ると数はさ
らに増 える。取 引店の拡 大にあた っては,RCA社 か らスカウ トした ビル ・ア
ン ダー ソ ン(BillAnderson)SEC副社 長 が,小 売 店 に対 し 「シャー プ は
デ ィーラーの立場で考え る」 と呼びかけるな どした ことが,大 きな反響 を呼び
功 を奏 した。 アメリカ市場 におけ るメーカーの家電製品小売店の組織化は,日
.本 のよ うに.各メーカーごとにが っち り系列化 され 固まってい ない故,き め細 か
な組織戦略 を行 えば取引店 を拡大 する余地 は大 きい10:b
65年,.世界初 のIC電 卓 の販売 にあた りそれ までの家電 とは全 く異 なg,同
じルー トで は売れ ないため,こ れを機 に事務機 ルー トの開拓 を行 った。当時の
SECに お ける電卓担 当者 は斉藤和雄 が兼務 した。彼 は秘 書 と2人 で,全 米 の
電話帳か ら事務機販売店 にかた っぱ しか ら電話 をか け,脈 が あ りそ うな所 には
直接 出か けて行 き,デ.イーラー契約を結 んだ。 こうした努力 によって電卓 の直
接販売網がで きあが り,ア メリカでの電卓 の シャープブラ ン ドの定着 に大 き く
寄与 した1㌔
10)『 日経 産 業新 聞」1976年3月1H口f寸。






'シ ャー プは76年に,電 子式 キ ャッシュ ・レジ スター(ECR)部 門 を拡充 強
化 した。 同社 はOEM体 制 は とらず,海 外販 売網 を通 じ自社 ブ ラン ドで 欧米
を中心 に全 製品の60%を輸出 した。 アメ リカで はSECに レジス ター販売事 業
部 を設置 し,専 任マ ネジャーを大量に投 入する とともに,全 米で のルー ト作 り
を強 めた【%
シ ャー プの最大 の得意先 であ る事 務機販 売店 マー.チャ ン ト・ビジネス ・マ
シー ンズ(MerchantsBusinessMachines)は,アメ リカ南東 部,ジ ョージ ア
州 ア トランタ市 にあ り,60年末頃か らシャープの電卓 を,76年か らはシャー プ
の複 写機 を専 属販売 してい る。W,リ ゲ レイ社 長 は シャー プ製 品に100%の信
頼 を もち,「 シ ャー プの 電卓,複 写 機 は お容 様 に も大好 評 で,私 た ち も,
シャープグルー プの.一員であ ることを誇 りに思 っています。」 と語 る1㌔
SECは 全米 ホテル ・レス トラ ンチ ェー ンの最大大 手の 「マ リオッ ト・コー
ポ レーシ ョン」 と2年 間の電卓一手売 買契約 を結 んだ。 マリオ ッ トは価格,品
質,サ ー ビ.スの面か ら,1341の過去のデー タに基づ き徹底的 に調査 した結果,.
シャープ と提携す ることに した1㌔
.電子 レンジの販売 は,全 米で約2500店の取引店 を持 って いるSECが 担 当 し
た1%日 本 と同 じ販売促 進手法 を採用 した⑪全 米 に200名の 「パ イ ・クック ・
レデ ィ」 を配備 し,MST(見 せ る,触 らせ る,食:べさせ る)の セールス ・プ
ログ ラムを導入,こ れが功を奏 した1%
70年代か ら80年代の シャー プの主たる販売 チ ャネルは,1)家 電専 門店,2)
準 家電専 門店,3)非 家電専 門店 の3つ に分 け られ てい る。家 電専 門店 とは
扱 っている商品の大部分が家電製品であ り,こ の店 にはシャープの商品につい
てよ く説明 して もらえるセrル スパース ンがいる。準家電専 門店 とは,百 貨店
12)1.H刊一L業新 聞11976年6月8口 付 。
13)早 川 電 機(株)・ シ ャー プ電 機(株),前 掲 書,1977年5月 号 。
14)早li庵 機(株)・ シ ャー プ電 機 〔株),前 掲 書,1980年4月 号 。
15)r電 波 新 聞」1974年8月13目付 。
16)F電 波 新 聞」1975年6月25日付 亡
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や総合小売業 のよ うに販売 してい る商品が衣料品や家庭用 品 とな らんで家電製
品 も扱 ってい る店で,専 門店 ほどでは ないがエ レク トリ ック ・アヴェニューの
ように、商 品を説明 して販売す るセー ルスパース ンがいる。非家 電専 門店 とは,
Kマ ー トや ウォールマー トのよ うな七一 ルスパース ンのいない糊 置 きや床置 き
で販売 してい る店 をい う。そ の他のチ ャネルと して,わ ずかの商船を流 してい
る レンタルル}ト や ミリタリルー トがあ る。最 も取引量が多か ったのは,家 電
.専門店(40%),次 いで非専 門店(33%),準 家電専門店(26%),そ の他 と続
くF,。
一般 に家電業.界で メー カーが 「顧客」 と呼ぶ とき,デ ィー ラーを指 す。 メー
カーの 「顧 客」であ るデ ィー ラーを,ど の よ うに管理 したのか。 シャープ製品
の販売 に良い成果 を残 した代理 人,デ ィー ラー約100人を 日本の観光旅行 をか
ね て シャープの関連工場 見学 に招待 した。70年には電 卓関係のデ ィー ラーを招
待 したが,71年には無線 通信 機器商 品を取 り扱 うデ ィー ラーを招待 し,シ ャー
プ との関.係を密 に した1㌦
販売 チ ャネル嫉参入時,レ ップを積極 的に活用 し無差別 に参入 したが,ニ ク
ソンシ ョック以降 は,」`シャー プに技 術革新 ・性 能 ・信 頼 ・利益 を託 そ う"の
キ ャンペー ンを行い,こ れ を理解 して くれ るデ ィーラーを中心 としたセ レク ト
な販売網づ くりを し,値 崩れを防止 した。有力店 の開発 と並行 して,ボ リュウ
ムア ップを重視 した19㌧
Dプ ロモーシ ョン
アメリカの家電販売 において.,主として活用 され るメデ ィアはラ ジオ,テ レ
ビ,新 聞,雑 誌 な どで ある。雑誌 で は 「プレイボーイ』 な ど若い男性向 けの も
のが多い。
輸 出マーケテ ィング時代 の シャー プの広告宣伝 は,電 卓 を前 面に出 した もの
17)}睾ノ井 誠,.イ ンタ ビ ュ ー,1994年7月19目 ⊃
18)『電 波 新 聞 」1971年9月21口付 じ
19)『電 波 新 聞 』1974年7,」25日付,、
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が中心で あった。そのため シャー プとい う名前 は電 卓で広が り,そ の他の商品
では知 名度 が低か った。70年代 にSECの 副社長で あった赤松正光 は当時を振
り返 る。 「70年代 です が,私 が家電製品の販売であち こち販売店 を訪問す る と,
シャープさんの電卓 は知 ってい るが,ヘ ェー,シ ャープさんは ラジオやテ レビ
を作 ってい るのですか,と いわれ た。」珈
SECは7ユ年5月 にア メ リカン ・エ クス プ レス と提携 し,全 米270万世帯 に
DM(ダ イ レク ト ・メー ル)を 発送 し,通 信販売 を行 った。その経験 を踏 まえ,
72年1月にはSEC独 自で有力顧客 を対 象に 「100万DM作戦」 を展 開 した。
同UMは アポ ロをデザ.イン化 し,エ ルシー シ リー ズを中心 に紹介 し,こ の作
戦で1万 台の オー.ダー を見込 んだ1:b
ニュージ ャージー州 の 百貨 店Bamberger'sParamus店の フロ アにシャープ
.製品 を展示 し,6日 間にわ たる大胆 なプロモー シ ョンを行 うな どしだ3)。
SECは創立20周年記念行事 の一環 として 「シ ャー プウ ィー ク」 を実施 した。
各都市で,主 要取 引店参加 の もとで,1週 間 にわた りシャー プ製品をテ レビ,
新聞 などを通 して顧客 にア ピール した、 シカゴでは家電小売 りシ ェアの20%を
持つ家電小 売店 最大 のポー ク ・ブラザー ズ社では,ユ 日日で仕 入れたシ ャープ
製品 をすべ て売 り尽 くす とい うほ どの成果 をあ げた.、各 デ ィー ラーが一丸 と
なったユニー クな企画 は,シ カゴに続 きロサ ンジェルス,ヒ ュース トン,サ ン
フランシスコ,デ ンバ ーな どで も大 きな成果をあげ,業.界か ら注 目を集 めた。
全国雑誌広告 「タイム』や 『ライフ』誌な どに2頁 広告 を出す など積極的 に
シャー プの製品をア ピール し,シ ャー プのキ ャンペー ンは業 界で も高 く評価 さ
れた23)。81年にはSECの カラー テ レビ ・コマー シャルが,宣 伝 ・広告 業界で
の``オ尽 カー賞"と 呼ばれてい る世界最高権威の賞 「ク リオ賞」 を受賞 した。
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Eア フターサー ビス
海外での アフターサー ビスの体制 は,消 費者の安心感 と信頼性 を高 め継続的
販売 を保証す る上で決定 的に重要で ある。販売体制の樹 立 とともに,サ ー ビス
セ ンター として も,ア フターサー ビス体制 を強化す る。 ア.メリカにお ける多 く
の消費者の最 も強い要望は,安 い ものを購 入 したい とい うこと,次 いでサー ビ
スで ある。 したが って価格に よる競 争.とともにサー ビスが,有 力 な競争手段 と
な っていた。家電製品 に関す るサー ビスの中心 は,保 証 と接客態度であ る。製
品販売後,売 り手 は買い手 に対 してあ る一定期 間内に売 り手 の責任で発生 した
事故 に対 しては,そ の製品 を無償で取 り替えるか,修 理 を しなければ ならない。
これ を保証(warranty)といってい る。 アメリカで は家電 製品関係 の保証 は,
原則 として メーカーが行 うことになってい る。製品の性 格か らして家電 関係 の
保 証 は,そ の.多くが部 品の交換であ り,部 品をいかに速.やかに取 り替 えること
が出来 るか とい うことが重要 となる。 アメ リカでは商品が壊 れる と,消 費者 は
1週 間か ら10H間待 たされ るのは常識 になってい る。 シャー プでは当時 「これ
をなん とか2口 か,3日 間に短縮 した。」鋤
SECの サー ビ.ス体 制はテ レビに関 しては,全 米 に約1100の委託サ ービスス
テー シ.ヨンが あ り1事 務 機 はデ ィー ラーが兼任 した。 フ ィー ル.ド・サー ビス ・
エ ンジニアを必要 に応 じて派遣,サ ー ビ.ス関係 の従業員 は全従業.員の約30%で
あ った2%
事務機 の特色 はアフ タサ ービスが不 可欠であ り,と りわ け計算機 には誤算は.
許されないので,故 障が あった ときには直ちに修理 で きる体制が な くては なら
ない。海外で販売す る場合 は特 にこの点 に留意 しなければ ならないε%加 藤専
務 によると,シ ャープは電 卓に関 して は,従 来か ら業務用 マーケ ッ トを中心 に
扱 って きてお り,69年以 降は 般 の消費者市場 の開拓 に力を入れ てい る。電卓
24)近 藤 泰 彦SEC副 社 長,イ ン タ ビ ュー,1989年12}328日。
25〕 『電 波 新 聞/1972年1月1日 付 。
26〕 『日本 工 業 新1珊』1969年3月21]付..
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の場合は テレビと異 な り日本が最初 に開発 した ものであるZ㌔
メー カーは独 自に全米 にわ たってアフターサー ビス網 を設置 している。部品
の取 り替 え以外 に,実 際 の修理 にあた るのは,ほ とん どが独立 の修理専 門業者
であ る。 この独立 の修理 専門業者 とメー カーが契約を結 び,保 証期 間中の もの
に関 しては メーカ}が 後 にサー ビス業者に費用 を支払 う。
シャープは,電 卓 など電子製品の修理,サ ー ビス活動 の拠点 と してめ国際的
な アフターサ ー ビス網 「ワール ド ・ギャランティ」(世界 共通保証 制度)の 充
実 を はか る ため,ア メ リカにお い て はSECの 支 店 と して カー ルス タ ッ ト
(ニュー ジャー ジー州〕,マ イア ミ,シ ア トル,ボ ス トン,シ カゴ,ロ サ ンジェ
ルス,ア トラ ンタ,デ トロイ ト,ダ ラス,セ ン トルイ.スなどに支店 を持 ってい
る。各 支店 にはいずれ も20-30人程 度 の人員が 配置 され てい る。 ワール ド ・
ギ ャランテ ィー は,電 卓 な ど国内で購 入 した もので も,海 外 ステー シ ョンで
サー ビ.スを受け ることので きるシステムで ある。 アメリカ以外に旧西 ドイ ツ,
英国,オ ース トラリアに この中核 を もっていだ 弛
〔3)アメ リカへの家電商 品を中心 とす る供給体制
シャープのア メリカへ の輸 出商品 は,日 本 を中心 として第三国で生 産され た
ものである。輸 出販売時代 におい ては,日 本で生産された商 品のみが輸 出され
た。輸 出マーケテ ィングリ時代 においては,輸 出商品は 日本 のみ な らず第r国
で生産 された商 品が加わ り,世 界各地の適材適所 で生産 され た商 品が輸出 され
る グローバルマーケテ ィングの時代 に一般化す る輸 出形態 の萌芽がみ られ る。
70年代 には,テ レビなどオーデ ィオ ・ビデオ関係 の輸 出は,日 本 を中心 にア
ジアか ら全量生産 され出荷 された。71年ブ ラジルに電 卓とカラー テ レビの合 弁
会社SDBを,71年 台湾にカラーテ レビ,ラ ジオ,VTR,電 子 レンジなどの生
産 を行 う合弁 会社SAMP`)の 設立,73年韓 国 に電卓 の生産 を行 う合 弁会社
SDA(:現SKC)を設立 し,翌74年にオーデ ィオ商品の生産会社SRC,80年マ
27)r電 波 新 聞』1972年t111日付 。
28)『電 波 新 聞』1970年4月7口 付,1971年11月3日 付 ,『産 経 新 聞」1971年8月 【3日付 。
の...
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レー シァにテ レビの生産 を行 う合弁会社SRECを 設立 している。 これ ら海外
工場 は,国 内市場へ の供給が 主目的 とい うこれまで の とは異 なって再輸出の拠
点工場 にす るのがね らいであ った割。
A日 本か らの輸 出
シャープの60年代 の対米輸 出商品は,日 本で生産 された商品であ った。た と
えば,田 辺工場で生産 された 白黒テ レビの60%以上 は,ア メ リカを中心 として..
宅 海外 に輸 出 され た鋤。輸 出製 品は同 じ工場 の中で輸 出専用 ライ ンで生産 され
た3㌔ 「二重価格」 問題 を契機 に 白黒 テ レビの値 ドが りや人件費 の上昇の ため,
人件費 の安い台湾で シャー プ ・ブ ラン ドの輸 出用 白黒 テ レビを生産す ることに
した32〕。
67年広島 にラジオ,ト ランシーバ ーな どの専門1.r:場と して早川電機広 島工場
(現在 の通信 システ ム事 業本 部〉 を設 立 した。 この工場 は,ラ ジオ,ト ラ ン
シーバー ーな どの専 門工場 として建設 され,進 出当初は,何 列 もの長い ライ ンで
トラ ンジスタラジオが組み立 てられ ていた。その後,ラ ジオが競 争力を失 って
い くと,73年に大 阪 ・平野工場 のテープ ・レコー ダー,栃 木工場 のステ レオ部
門 を統合 し,音 響 シ.ステム事業本部 として新 しく発足 した。
68年カラーテ レビの急激 な需要の伸び に備え,栃 木県矢板市 に大型 のカラー.
テ レビ専 門⊥場が設置 され た。同社 にとっては,初 の東 日本地 区で の工場 と し
て ス ター トした。そ の後 白黒 テ レビ,VTR,ビ デオ プロジェ クター,ビ デ オ
カメラなどを追加 し製 造 して.いる鋤。同工場 はシャー プの電子機器事業本部 テ
レビ事 業部お よび ビデオ事業部 の位置づ けにあ り,広 島の音響機器工場,電 卓
と電子 レンジを生産 してい る奈良工場 と並んで シャー プの中心 となる工場で あ
る。74年にはア.メリカをは じめ 中東,東 南 アジアに白黒テ レビを総生産 の70%,
29)『朝 日新 聞31973年io月13日付 。
3①rH本 「業 新 聞」1971年1月22R11.、,
31)赤 松 正 光,イ ン タビ ュー,1995年11月7日 。
32〕 『日本 工業 新 聞」19ア1年1月22日f寸"




を輸出,さ らに75年には90%まで輸出 してい る31〕。76年には アメリカを中心 に
欧州,中 近東,オ ース トラ リアなどへの カラーテ レビ完成 品,キ ッ ト輸出あわ
せて80万台の成約 に対応す るため,組 み立て ラインを4ラ インか ら7ラ インに
増設 し,月 産10万台体制で応 じた3%
電卓は奈良工場 で生産 されて お り,電 動式計算機 に対抗 して トラ ンジスタを
応用 した電卓 が,64年 シャー プによって 「シャー プコンベ ッ トCSIOA」の名
称で世.界量切 に発売 された。価格が高 く,65年にはわずか4368台しか生産 され
なか ったが,秒 速 の早 さと音が しない とい う特徴 があ り,将 来 に多 大の希望が.
持たれた。67年にisを 採.用した小型軽量の電卓が,シ ャ「 プか ら発 売 された。
量産が容 易で,価 格 も低下 した ことか ら需要が急激に伸 び,年 間6万3037台が
市場 に出されだ6〕。 カラーテ レビの次 の担 い手 として電卓 は大 きな期待 がか け
られ,73年には奈良工場は月産ベー スでCOs化 電卓4万 台,3ケ タ電 卓7万
台,ll1・高級電.卓5万台,合 計16万台の生産能力を有 していた371。
電子 レンジに関 しては,61年に奈 良工場(大.和郡 山市)で,日 本で は じめ て
電了一レンジを開.発し,業 界 に先が けて量産 を開始 した。66年にはわが国で初 め
て料 理のム ラ焼 けを防 ぐ独創 的なターンテー ブル方式 を開発,発 売 した。 アメ
リカで は 「キ ャ.ロー ゼ ル」(Carr。use]=回転 木馬)の 愛称で大 ヒ Ψトした。73年
12月,大阪の平野工場が電 子 レンジの専門工場 として本格 的に始動 した。74年
にモ ンゴメリー ・ウォー ド社向 けの輸 出を開始 してお り,平 野工場 の組立て フ
ロアでは国内用 製品 と輸 出用製 品を別々の.コンベ アで生産 している。全生産量
約32万台 のうち,国 内25万台(80%),輸出7万 台(20%)の 割合'であ った。対
米輸出は好調 で,74年には6㎜ 一7000台を輸 出 してい る.。アメ リカでのシェア.









シャー プは業界 の中で も輸出依存 度の高 い メー カーで あったたあ,71年の ド
ル ショ ックを契機 とす る欧米 の輸入規制や発展途.ヒ国の追い上 げ,さ らには国
.内の労働 力のひ つ迫や人件費 の高騰 によるコス ト増 は,日 本 を中心 とす る輸出
マーケテ ィングか ら第三 国を輸出基地 とす る輸 出マーケテ ィングの重要性 を特
別 に痛 感 し,第 三国で の生産 を不可避 と した。.台湾,韓 国,マ レーシアなどで
の生産拠点 は,現 地企業 との合弁企 業であ り,再 輸 出が義務づ け られお り,同
社 に とっては海外輸 出拠点 と しての機能を果 た している。 これ らの海外生産拠
点 は,今 口のグローバ ル化時代 の生産拠 点の基礎 を築 くことになった。
その第一歩 として,71年2月 に台湾の有力電機 メーカーであ る声宝電器股分
有 限公 司に資本参加 し,ア メ リカ向 けを中心 とす る輸出専用 工場 を作 り,カ
ラーテ レビ,白 黒 テ レビ,ラ ジオの生産 を開始 した。 同工場 はカラー テ レビ月
産5000台,白黒 テ レビ同3万 台,ラ ジオ5万 台の生産能力 を有 した3㌔ これは
① 主力 市場 のアメ リカで 日本製 テ レビが ダンピング容疑 を受 けているほか,
日本国内の人件費 の.ヒ昇 で,白 黒テ レビの利益率が低 下 してい る,② アメ リ
カのメーカーが台湾で 白黒テ レビを生産 しアメ リカに輸出 してい る,こ とな ど
による ものであ る4%シ ャープ と台湾声宝 とはす でに66年に技術提 携を結び,
声宝で シ ャープブラ ンドの 白黒 テ レビ,カ ラーテ レビ,電 気冷蔵庫,洗 濯機を
生 産 し,台 湾国内で販売 していた。 シャープの資本参加 によ り,声 宝の年間生
産 能力 は ト7ン ジ ス タラジ オユ00万台,テ レビ(カ ラーを含む)30万 台 とな
る4㌔ アメ リカ.市場で はほ とんど台湾製 といわれ るデメ リカブ ラン ド品の攻 勢
に対 し,シ ャー プも台湾な ど海外工場か らの供給 を強化 して対処 しだ%
73年5月,.韓国の ソウルにあ る電卓 専門 メー カー 「イ ンターナ シ ョナル ・
デー タ ・コーポ レー ション」(IDC杜)と 電卓生産 に関 し技術 の輸 出契 約 と完
39}「朝 日新 聞」1971年10月30日付 。
4の 「日本 工 業 新 聞 」.1971年1月22日付.
41)「電 気 新 聞』1971年5月24日付 。




成 品 の 販 売 を す る こ と の 契 約 を 結 び 「シ ャ ー プ ・デ ー タ ・コ ー ポ レ ー シ ョ ン」
(SDA)を 設 立,シ ャ ー プ 製 の 電 卓 製 品 を 現 地 販 売 と並 行 し て 欧 米 向 け に輸 出
し た 。 当 初 は 月 産5000台で ス タ ー トし た が,翌 年 に は 月 産1万 台 に 増 大 して い
る 孝3㌔
74年4月 か ら韓 国 の 東 南 電 機 で 生 産 さ れ た 白 黒 テ レ ビ を 月 産5000;'を対 米 向
け に 輸 出 を 開 始 し た 。 ま た シ ャ ー プ ブ ラ ン ドの 輸 出.用ラ ジ オ(中 級)の 生 産 も
して い る4%
76年に は マ レ ー シ ア に ラ ジ オ と テ ー プ ・レ コ ー ダ ー の 再 輸 出 生 産 会 社 を 現 地
資 本(ロ キ シ ー ・グ ル ー プ,ト ラ ス マ デ ィ 社)と の 合 弁 で 「シ ャー プ ・ ロ キ
シ ー ・コ ー ポ レ ー シ ョ ン」 を 設 立 した 。 会 長 に は 佐 伯 旭 シ 寿 一 プ 社 長,社 長 に
は ロ キ シ ー ・グ ル ー プ の 李 達 三 社 長 が 就 任 し た 。 従 業.員は 約700人 で ラ ジ オ と
テ ー・プ ・レ コ ー ダ ー を 年 間 そ れ ぞ れ70万 台 を 生 産,そ の 全 て を ア メ リ カ を 中 心
.と す る.全世 界 へ の 輸 出 し た 。 そ の 後 生 産 を 拡 大 し,シ ャ ー.一プ 製 品 の 輸 出 基 地 と
して の 役 割 を 果 た し だ%
そ の 他,電 卓 の 海 外 基 地 は71年2月 に ブ ラ ジ ル に 「シ ャー プ ・ ド ・ ブ ラ ジ
ル ー(SUB)を 設 立 し た 。 同 社 の 世 界 戦 略 の 一 つ に位 置 づ け ら れ だ ㌔
80年マ レー シ ア の ロ キ シ ー ・エ レ ク ト リ.ック ・イ ン ダ ス ト リ ー ズ と.合弁 会 社
シ ャー プ ・ ロ キ シ ー.・エ レ ク ト ロ ニ ク ス ・ コ ー ポ レ ー シ ョ ン(SREC)を マ
レー シ ア の ジ ョホ ー ル に 設 立 し,白 黒 テ レ ビ の 輸 出 専 用 工 場 と す る と と 盗 に,
ア メ リ カ の テ ネ シ ー 州 メ ン フ ィ ス で 生 産 し て い る カ ラ ー テ レ ビ 用 の シ ャ ー シ ー
も並 行 して 生 産 す る171。87年に は カ ラ ー テ レ ビ を 年 間200万台 体 制 を 確 立 し て
お り,欧 米 を 中 心 に 輸 出 し て い る4%こ の 工 場 は 後 に グ ロ ー バ ル ・マ ー ケ テ ィ
43>『電波新 聞」1973年6月H8付,fH本経 済新聞』1973年6月9日付,「[1本工業新 聞1973年
8月25L↓付。
44)『H本経済新 聞至1973年12月22口付。





シャー プの対米輸出 マーケティ ング(3)(99)13
ン グ 時 代 に お け る シ ャ ー プ の 方 ラ ー テ レ ビ の 輸 出 拠 点 と な る 。
87年1月 に は タ イ にSharpApplianceThailandLtd,(SATL)同社 最 大 の 生
産 拠 点 を 設 立 した 。 こ こ で は 電 子 レ ン ジ,冷 蔵 庫,フ ァ ク シ ミ リ,エ ア コ ン な
ど の 生 産 を し て お り,欧 米 へ 輸 出 を し て い る4%
IVお わ り に
シャープの国際化は,輸 出で始ま った。輸 出は偶 然 の引 き合い と しての輸 出
敗売が始 まった。同社の国際化 が本格化す るのは,偶 然 な引 き合 い による輸出
から輸出 マー ケテ ィングに転換 する時期であうρ その時期 はアメリカでの販売
会社SECを 初 の海外法 人 と してニ ュー ヨー クに設立 した62年か らで ある。 そ
の後68年,西 ドィ ッ ・ハ ンブルグに現 地販売会社SEEGを 設立,69年にはイ
ギ リスにSUKを 設立す るな どし,世 界 の先進資本 主義 国を中心 に販売網 を拡
大 してい った。その結果,70年には輸出比率が42.8%とな り,日 本 の家電 メー
カーの中では ソニーの51.3%に次 ぐ高 さとな った。60年の シャープの輸出比率
は31.3%で,ソニーの30.5%よりわずかではあ るが高 く,早 くか ら輸 出に力 を
入れてい る松 ド電器 の7.5%,三洋 電機 の12,8%よりはるか に高い割合であ る。
この シ.ヤー プ の輸 出比率 の高さは,シ ャー プの国内販売網 の形成 の遅れ と脆弱
性に帰 因 している5%
60年代 の日本家電 メーカーの主要な輸 出品 目はラジオとテ レビであ った。 ラジ
オや テ レビの生産に関 しては,シ ャープは他社 に先駆 け生産 してお り,そ の シェ
アは同業他社に比較 して圧倒的に高か った。た とえば,55年のシャープの ラジオ
生産実績は,.20万83台で松下電器の57万7740台に次 ぐ生産実績 をもっていた。 テ
レビ受像機の生産実績に関 しては,同 年 にぽ,シ ャープは トップにランキングさ
れ24.5%を占めてお り,.2位松 下電器の16,9%を大 き く引 き離 していだ1;。その
49).大河 原 卓次SATL社 長,,イン ダ ビ ュ」,19982月18日D.
5① 高 い 輸 出 比 率 は株 価 に とっ て不 安 要 因で あ った.(「 目木 経 済 新 聞11973年7月15日 付 。)







後,松 下電 器,東 芝,日 立,三 洋電 機 の激 しい追 い上 げ のた め,65年 に は
シャープの カ ラーテ レビ受像機 の販売 シェア は6%ま で に低.ドして いる%
シェア低下の大 きな要因は,松 「電器や東芝,日 立,三 洋電機 と比較 した とき,
国内での販売網が極 めて脆 弱で あったこ とにある。家電市場 の シェアは,系 列
販売店 の数 と質 によって規 定される と言われ てい る。60年代 には松 下電器 の系
列小売店 は1万 店,東 芝が5500店,目立が34⑪0店であ ったi3)6これに対 して,
シャープの系列店 シャー プ ・.フレン ドシ ヲップ店 は2000店と少 なか った。国内
販売網 の少 なか ったシャー プは,そ の販路 を海外,と りわ け.世.界最大の家電市
場であったアメ リカに求め ざる得なか った。
アメ リカへ の輸 出は,シ ャー プ ・ブラン ドと並行 してモ ンゴメ リー.・ウ ォー
ド社 を中心 としたOEMブ ラ ン ド(シ ャープでは 「バ イヤーズ ・プ ラ.ンド」 と
呼ばれていた〉の輸 出を積極的 に行い,絶 対 量を増大 させ る.ことによ り,全 体
の コス トダウ ンをはか った面。その ととによって アメ リカ市場参入時 には,低
価格 を武器に して シ.ヤー プ の製 品を浸透す ることが出来た。
製品面での特徴 はシ ャープの得意 とす る事務機 の割合が多い ことにその特徴
が見 られ る。75年にはテ レビが 最 も多 く総売上高 の80%を占め.ていたが」80年
には25%まで低下 し,代 わ って電卓 が30%で トップに躍 り出た。次いで電.了・レ
ンジが25%,オ ーデ ィオ20と な ってい る5つ。 シャープの電 卓はア メリカで高
い シェア と安定 した市場を もち2大 大手 の1つ として揺 るぎない地盤 を築いて
いた駈㌧
さ らに販売 チ ャネルの面では,日 本.メー カ ーの中で最 も積極的 に レップを活
用 し,今 なお活用 してお り,業 界の優 良な レップは全 てSECと 契約 してい る
レ ップの活用 は国内 市場 とは異 な る。 アメ リカ市場 では極 めて有効 な方法で
52)熊 谷 尚夫 編 『日本 の産 業 組織1中 央 公 論 社,1973年,44ペー ジ。.
53)『家 電 流 通 デー ター 総 覧 「98aリック,83ぺ ・一ジ.
54>『電}庄新.聞量1966年1月IlRf寸弓
55)『電 波 新 聞11980年10月8日 付 。
56)『電 波 新 聞J1979年4月26日 付 。
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あ った。 レ ップ と自社セー ルスマ ンを巧 みに ミ ックス して活用 してい る点が,
シャープの特徴であ る。
71年のニ クソ ンシ ョックは,.売上に占める輸 出比率 の高い特徴 をもつ シャー
プを直撃 しそ の影響が大 きか った。ニ クソンシ ョックを契機 に,数 年間 にわた
り輸 出の比率が伸 び悩んだだけでな く一時期輸 出量 は絶対的 にも減少 した。70
年 には輸 出額637億4000万円,輸 出比率42.8%であ ったが,7ユ年 には609億8000
万 円,輸 出比率54.5%,72年には606億5000万円,輸 出比率42.2%,73年644億
8000万円,輸 出比率39.2%,74年724億7000万円,38,ユ%と輸 出額,輸 出比 率
ともに年 々減少 および微増 とい う深刻 な事態 に陥 った5%輸 出の不振 が大 きく
影響 しシャープの経常 利益 は70年度 の101億円か ら71年度440億円 まで 大 きく
...ド落 した5鬼
60*代の シ ャープの輸 出マーケ テ ィングは,ア メ リカを中心 とす る もので
あったが,ド ルシ ョックを契機 にアメ リカ偏重の輸出か らの戦略転換 をはか り,
仕向 け先の多角化を一段 と進 める一方,輸 出相手国の市場 に見 合 った商 品企 画
に力 を入れた。 と りわけ ヨーロ ッパ および東南 アジア諸国向 げの輸 出拡大 をは
か るため,ヨ ーロ ッパや東 南アジアで普及 してい る 「パ ル方式 」の カラーテ レ
ビへの輸出を強めた。そのため西 ドイツのテレフンケ ン社 と技術提携 し,そ の
方式の カラーテ レビリ生 産の増 産を図った。
ニ クソンシ ョ7ク の後 に立 て直 しを開始 した頃 には,同 業他社 は積極 的に海
外資本投 資 によ る現地生 産を拡大 してお り,シ ャー プの海外 戦略 は出遅れ,.
シ ャー プは他社を追いかける立場 になった。資本力に乏 しいシ ャープは同業他
社 とは異な った海外戦略 を打 ち立てた。それ は資本を投 下せず,ロ イヤ リテ ィ
(技術指 導料)と 部品供給か ら収 入を得 る技術援助方式で あ った。.資本 を投下
す るのに比べる と,技 術援助方式 は身軽であ る。経 済摩擦や政情不安で撤退 を
余儀な くされた場.合,傷は浅 くて済む。 アメリカの メンブィスのカ ラーテ レビ
57).「有価証券報 告書総 覧」 による。.
5呂)『日本経済新 聞』1980年7月5日付.
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と電子 レンジ工場 な ど一部 を除 き,そ のほ とん どが技術販売 ノ∫式 を採用 した。
シャー プの海外 工場 嫁,現 地 の家電製品代 理店な どに技術 を提供 し,現 地 に作
らせ る提 携工場が大半で,資 本 のつ なが りを持 つ ところが少 ないのが大 きな特
徴であ る。73年現 在,海 外工場 は全部で26ヶ国28ヶ所あ るうち,出 資 している
のはシャー プ ・ド ・ブ ラジル と台湾 の声宝電器の2社 にとどま っている。 しか
も,シ ャープの比率は声宝13%,ブ ラジル10%と極めて少 ないのが特徴で あ る。
深尾芳秀専務 は 「世界 的な シャープブ ラン ドの確立 と拡大が 目的であ り,生 産
技術 と再輸 出につい ては シャー プの責任で コ ントロールす るが,現 地生産 は
パー トナーにまかせ る,と い うのが 方針 である」 と強調 してい るSL)。佐伯旭社
長 は 「海外 新戦略」で,次 のよ うに語 ってい る。「生産拠点 とい らて も,当 社
は大幅 な出資 をした り,経 営権 を握 って.合弁会社 をつ くるようなや り方 は避 け
ている。現在21ヶ国 に生産拠点を もっているが,そ の うち出資 してい るのは2
社 だ け℃,そ れ も10-12%程度 であ る。… …大 切 なの は,信 頼 で きるパー ト
ナーを選 び,現 地人のつ くる会社に対 して技術指導 をおこない,品 質 について
責任 を もつ ということだ と思 う。」鋤
しか し,契 約期 限が切れ,相 手が技術援助 を必 要 としな くなつ.た場合 はどう
なるのか 。このシ ャープ方式 は偶発 的 リス クは回避で きて も,確 実 に起 こる リ
ス クを回避で きない,と い う問題があ った。 この方式 を採用 した根底 には リス
クの高い海外 戦略 に対 して は慎重であ るとい う トップのフ ィロ ソフ ィリがあ っ
た ことも無視 できない要因であ った,と いえ よう。 これは同 じ輸 出比率が高か
く国際戦略 に積極 的で あ った ソニー と比較 した とき,100%の資本投 卜.を原則
と し,ソ ニーの副社長で ある盛 田[沼夫が アメ リカに乗 り込 み,ソ ニーアメ リカ
販売会社の社 長 となって自ら陣頭指揮 を執 っていたの とは対照 的で ある。
国内マーケテ ィングで は見慣れ ない輸出マー ケテ ィング特有 の問題 として貿.
易摩擦があ った。70年代 半ばに.発生 した テレビを中心 とす る民生用電.子機器 の
59)『朝 日新 聞 』1973年10月13日f寸り
60)隔 日新 聞 」1972年8月2日 付 。
??
シャープの対米輸出マーケティング 〔3).(103〕17
日本か らアメリカへ の集 中豪雨的輸出 は、 日米間の貿易摩擦 を引 き起 こし,政
治問題化 し,日 米の間で市場秩序維持協 定(OrderlyMarketingAgreement,
OMAと 呼ばれた)を 結 び一応 の決着 をみた。OMAは カラーテ レビの対米輸
出の数量 自主規制 を内容 とす る ものであ り,こ れに募ついて 日本政府 の強 い行
政指導があ り,シ ャープのみ ならず,日 本 メ∵ カー.各社 に とって大幅な輸 出数
量の規制を余儀 な くされた。 この大幅な輸出規制をカバーするために各社 は..一
斉 に現地生産に踏み切 った。 これ まで現地生産に消極 的であったシ ャープ も79
年10月,.メンフ.イスの近 くに同社最 初の生産 工場,SharpManufacturingCo.
ofAmerica(略称SMCA)を 建設 した。 この工場 はシ ャープの生産事 業部 と
して機 能 し,こ こで はカ ラーテ レビ,電 子 レンジ,液 晶プロジ手ク ターなどを
作 ってい る。 カラーテ レビ,電 子 レンジとも.各2ライ ンを設置,第1年 目は月
産3万 台 の電子 レンジと1万 台の カラーテ レビを生 産 した。SMCAは 急 ピッ
チで生産性 を高 め,80年春 には従業員400名で あったが,年 末 には800名,81年
春 には1500名に増や してい る印。92年に液晶(プ ロジェクター)の 生産 を開始
してい る。 アメ リカの工場 は,消 費地 生産 の工場 と呼 ばれ,ア メ リカや ヨー.
ロ ッパへ商品の再輸 出す るため に設立された タイの工場 とは異 な り.ア メリカ
販売会社 の販売 を支援す る とい う位置づ けで設立された鋤。
シャー プはアメ リカに製造拠点 を打 くことによ って,輸 出マーケテ ィングの
一つの限界をの りこえ,一 段 と深 くアメリカ市場に根 を下ろ しさらなる飛躍 の
道 を開 くことにな った。
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